
国民民主党へ、
自動車関係諸税などに関する要請を行いました
2020年７月16日（木）、「令和３年度自動車関係諸税などに
関する要請」及びウィズコロナ・アフターコロナと称される「新たな社会像
を見据えた税のあり方に関する考え方」の要請を、玉木雄一郎代表ら
国民民主党主要議員へ行いました。
東京一極集中からの脱却及び地方分散の推進を、地方における人
々の重要な足である自動車を切り口に進める為の政策や、低迷してい
る日本経済の早期回復を自動車産業が担う為の政策提言を実施致
しました。
引き続き、複雑かつ過重で不条理な自動車税制の解消及び日本
経済の早期回復に向けた政策実現を推進してまいります。

《当日の様子》

《要請内容》
①令和３年度自動車関係諸税などに関する要望書
②新たな社会像を見据えた税のあり方に関する考え方

https://www.jaw.or.jp/wp/wp-content/uploads/2020/08/reiwasannendo.pdf
https://www.jaw.or.jp/wp/wp-content/uploads/2020/08/aratanashakaizou.pdf

